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 本書の著者は、過去 30 年近くにわたって、ケアンズと周辺地域のアボリジニの
社会史に関して、在野で研究を続けてきた。著者は、本書に代表される学術成果
の他に、先住民族集団バマ(Bama)とジャポカイ(Djabugay)の人々を一般の読者に



















1) 有史-1880 年代頃：先住民アボリジニとの闘争を伴う、英国人の入植。 
2) 1880 年代頃-1890 年代：アジア太平洋地域からの労働力（主にメラネシア
人と中国人）による「開拓」の進展。 
3) 1890 年代-1901 年頃：日本人労働者による耕作の進展と、現在の対日・対ア
ジア向け輸出作物の栽培開始。 
4) 1900 年代-1970 年代：白豪主義時代におけるイタリア人とギリシア人によ
る、アジア人労働力の代替（一部の日本人など特別な技能を有するアジア
系労働者は残留）。 

























第 1 章は、Post-Convict Era and the Future South-East Queensland、第 2 章は、European 
Invasion of the Future Southern Queensland、第 3 章は、European Invasion of the Future 
Central Queensland、第４章は、South-West Queensland-the Channel Country、第 5 章
は、Poisoning and Sexual Exploitation、第 6 章は、Early Gulf and Central Queensland、
第 7 章は、The Frontier Moves to Far North Queensland and Cape York Peninsula、第 8
章は、Dark Deeds in the Northern Rainforests- The Tully and Cairns Districts、第 9 章
は、The Gulf Country and Western Queensland、第 10 章は、Queensland’s Disreputable 
Reputation となっている。 



















































ジルバル[the Jilrrbal]）。この 4 集団は数千年にわたって文化交流を持ち、祭典を共
催したりしていた(pp.133-4)。ところが、1848 年、探検家エドムンド・ケネディ
（Edmund Kennedy; 1818-48）率いる探検隊が、メヌンガ・クリーク(Menunga Creek)
に到来したことで、ギラメイの人々に 4 人の犠牲者が発生する事態となった。 












に先住民側に 88 人の犠牲者が出た(pp.134-5)。 
 
2) ロバート・ジョンストン 
 ロバート・ジョンストン(Robert Johnstone; 1843-1905)は卓越した手腕を発揮し
                                                                 






























                                                                 
4 当時、ジャーディンらに同行していた宣教師ジャグ（F.C. Jagg）とケネット（William Kennett）の回想
では、宣教師は探検団から協力を求められることはなかったとする。ジャグやケネットが個人的に「キ
神田外語大学紀要第29号 







 リチャード・デインツリー(Richard Daintree; 1832-78)は地質学者であり、ウィリ
アム・ハン（William Hann; 1837-89）は金を発見した探検家であるが、先住民の
弾圧の契機を作った人物として本書に登場する。デインツリーやハンによる地質
調査の結果、1866 年にスター・リバー(Star River)、1867 年にケープ・リバー
(Cape River)、1870 年にはエサリッジ(Etheridge)、1871 年にレイベンスウッド
























やフレーザー島(Fraser Island)といった QLD 州の南部地域に限らず、ホジキンソン
金鉱(Hodkinson Goldfield)、フレッチャー・クリーク(Fletcher Creek)など、ケアン
ズ近郊地域にも適用された。特に、ケアンズを訪れる観光客が利用するキュラン
















写され、暴力を伴う先住民への処遇については「教訓を与える(teaching the blacks 
a lesson)」ものとして認識されていった(p.181)。当時の報道や書簡でもそうした姿
勢は広く支持されていた。土地を大規模に収用して、放牧地の拡大が進行した
1840 年代から 1850 年代にかけて、入植者と先住民との衝突が急速に増加して
神田外語大学紀要第29号 
























への願いは届かなかった(pp.7,137,197-8)。次に、1860 年代から 80 年代にかけて、
アルフレッド・デヴィッドソン(Alfred Davidson; 1812-81)とウェスタン・ウッド





先住民保護協会に所属していた。しかし、現地紙 The Brisbane Courier では好意的
に取り扱われず、亡くなった際にも言及されることはなかった(pp.6-7,17,197)。さ
らに、新聞記者であったアーサー・ボーガン(Arthur James Vogan; 1859-1948)は、























































1867=1972:419,433; Harvey 2010:300; 山崎 2015:49）。そこでは、一方での本源的蓄
積の全歴史過程の基礎である農村住民と土地との分離と、他方での、資本の最初
期の形成過程を二つの軸としながら、賃労働者としての人々の統治や、資本蓄積




















































































































イノルズ（Henry Reynolds）は 1788 年から 1930 年の間のアボリジニの犠牲者数
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